
授業科目
作業療法学科専門

【担当教員名】 対象学年 １ 対象学科 理学・作業

奈良　貴史
開講時期 前期 必修選択 必修

単位数 ３ 時間数 45

【ディプロマポリシーとの関連性】

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ○ ◎

【概要・一般目標：GIO】

　解剖学Ｉでは、人体の基本的構造のなかで骨格系と筋系を理解する。

【学習目標・行動目標：SBO】

１．骨の機能を説明できる。

２．骨の構造を説明できる。

３．関節の構造を説明できる。

４．頭蓋を構成する骨の名称、位置、機能を説明できる。

５．体幹を構成する骨の名称、位置、機能を説明できる。

６．上肢を構成する骨の名称、位置、機能を説明できる。

７．下肢を構成する骨の名称、位置、機能を説明できる。

８．筋の機能を説明できる。

９．筋の構造を説明できる。

10．頭頚部の筋の名称、起始、停止、作用、支配神経を説明できる。

11．体幹の筋の名称、起始、停止、作用、支配神経を説明できる。

12．上肢の筋の名称、起始、停止、作用、支配神経を説明できる。

13．下肢の筋の名称、起始、停止、作用、支配神経を説明できる。

回
数

授業計画・学習の主題
SBO
番号

学習方法・学習課題
備考・担当教員

１ 骨学総論　骨の機能 1 講義

２ 骨学総論　骨の構造 2 講義

３ 骨学総論　関節の構造 3 講義

４ 骨学各論　頭蓋の骨　顔面頭蓋 4 講義

５ 骨学各論　頭蓋の骨　脳頭蓋 4 講義

６ 骨学各論　体幹の骨　脊柱 5 講義

７ 骨学各論　体幹の骨　胸郭 5 講義

８ 骨学各論　上肢の骨　上肢帯の骨 6 講義

９ 骨学各論　上肢の骨　上腕・前腕の骨 6 講義

10 骨学各論　上肢の骨　手の骨 6 講義

11 骨学各論　下肢の骨　下肢帯の骨 7 講義

12 骨学各論　下肢の骨　大腿・下腿の骨 7 講義

13 骨学各論　下肢の骨　足の骨 7 講義

14 関節学各論　脊柱の連結 3,5 講義

15 関節学各論　上肢の連結 3,6 講義

16 関節学各論　下肢の連結 3,7 講義

17 筋学総論　筋の機能 8 講義

18 筋学総論　筋の構造 9 講義

19 筋学各論　頭頚部の筋 4,10 講義

20 筋学各論　体幹の筋 5,11 講義

21 筋学各論　上肢の筋　上肢帯の筋 6,12 講義

22 筋学各論　上肢の筋　上腕・前腕・手の筋 6,12 講義

23 筋学各論　下肢の筋 7,13 講義
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【評価方法】

出席状況、期末試験の総合評価

【履修上の留意点】

予習・復習を欠かさないことが重要です。

解剖学Ｉ


